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１．研究計画の概要 
東南アジア熱帯島嶼は世界で最も種多様性
の高く、その多様性の起源は生物地理学研
究の中心的研究課題で、近接する日本列島
の生物相の起源にも深く関わる問題である。
本研究では、1)新生代貝類の時空分布の解
明、2)地球化学的手法による新生代海洋環
境、特にサンゴ礁発達史の解明、3)新生代
浅海性貝類の古生態学的研究、4)分子系統
地理学的研究と従来の研究の再評価、及び
5)陸性貝類の多様性の起源の解明を行うな
ど、古生物学的、地球化学的研究、並びに
分子生物学的手法を駆使し、東南アジア熱
帯島嶼の種多様性の起源を明らかにするこ
とを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
①フィリピン産のオウムガイ化石が、現生
種オウムガイに同定され、その微化石年代
が更新世前期であることを明らかにした．
これはオウムガイの最古の化石記録である． 
②東南アジアを含む熱帯インド・太平洋の
海底洞窟産現生巻貝のコハクカノコガイ科
を検討し、4 新属 4 新種を含む 6 属 9 種を
見いだした。特異な環境に生息する巻貝で
も、東南アジア熱帯島嶼で種多様性が最大
で、周辺地域に向かって減少することを明
らかにした。 
③中新世中期は地球規模の温暖期で、熱帯
性の巻貝ビカリアは東南アジアから北海道
南部まで分布する．本研究では、フィリピ
ンとインドネシアのビカリア産出層の微化
石年代から、フィリピンでは中新世後期に
まで生存することが明らかになりつつある．

特に分類に関しては、紫外線を用いて殻の
色紋様の復元から、日本産と東南アジア産
の種ではほぼ一様であり、同一種である可
能性が示唆された。 
④フィリピン産新生代化石甲殻類の分類研
究をおこない、6新種を含む17属20種を見
いだした。 
⑤フィリピンのボホール島で、未知の浅海
性貝類群集を見いだし、微化石の解析から
それが後期中新世の堆積物であることを明
らかにした． 
⑥フィリピン・レイテ島の下部鮮新統から
東南アジア初の冷湧水化学合成群集を発見
した。また、レイテ島及び日本列島から産
出したスエモノガイ科のNipponothracia属
の再検討し、それがツキガイ科に所属し、
冷湧水性化学合成群集特有の二枚貝である
ことを示した。 
⑦インドネシアの貝類化石の古典的年代区

分を再検討するためジャワ島各地の模式層

の微化石年代を検討し、鮮新世のソンデ階

の年代を明らかにし、またチェリボン階と

ソンデ階が同時代であることを明らかにし

つつある。 

⑧フィリピンの鮮新世のサンゴ化石の酸素

同位体を解析し、この時代にすでにエルニ

ーニョ・ラニーニャ現象が存在し、その周

期が現在よりも短かったことを明らかにし

つつある． 
 
３．現在までの達成度 
 やや遅れている．現地調査による試料収
集は期待以上の成果はあった。しかし膨大



な試料の解析等にはかなりの時間を要し、
また多岐にわたるテーマを設定しているた
め、解析は進んでいるものの、論文執筆が
遅れているものがある．現在、目標を達成
すべく、最大限の努力をしている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 期限内により多くの成果を出す為、新生
代貝類の分類研究は、それぞれの分類群を
専門とする国内外の研究者に研究を委託、
あるいは協力してもらうなどの方策を取り
たい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線） 
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